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第２節 国際社会を主体的に生きる

インターネットの急速な普及や移動手段の発達などによって、急激に国際化が進展し、
県民一人ひとりのレベルでも、諸外国の人々や文物と直接的・間接的に接触する機会が一
層増大し、外国の異なる文化がより身近な存在になってきています。
このため、県民一人ひとりが福島県人として、また、日本人としての自覚や伝統文化に

対する誇りと愛情を持って国際社会を主体的に生きていくことができるよう、我が国の文化
に対する理解を深める教育、外国語によるコミュニケーション能力を高める取組みや、異な
る文化や習慣を持った人々と共に国際社会を主体的に生きるための資質・能力を育む取
組みなどを推進します。

(2 ) 国際社会を主体的 ① 自国文化の理解と国際理解教育の推進
生きる ② 地球市民意識の醸成

③ 国際交流の推進

項 目 具体的施策の方向

① 自国文化の理解と Ì 自国・郷土文化への理解と異文化理解の推進
国際理解教育の推進 我が国や郷土の歴史や文化・伝統に対する理解を深め

るとともに、広い視野を持って異文化を理解し、これを
尊重する態度や、異なる文化を持つ人々と共に生きてい
く資質や能力を育成する教育を推進します。

Ì 実践的コミュニケーション能力を育成する外国語教育の充
実
児童生徒が生きた言語を学ぶ機会を豊富に提供し実践

的コミュニケーション能力を高めるため、外国語指導助
手(ＡＬＴ)の招致人数の拡大を図るとともに、多様な英
語の学習機会を提供し、英語が使える人材の育成を図り
ます。

Ì 総合的な学習の時間を活用した英語学習の展開
国際理解教育の一環として英会話等を取り入れた学習

活動を展開するなど、外国人や外国語に親しむ機会の充
実を図り、国際社会を主体的に生きていくために必要な
資質の基礎を培います。

Ì 国際人育成を目指した人材育成
様々な機関との連携を軸にした中高一貫教育を実施し、

論理的思考力、豊かな人間性・社会性を育む総合的な教
育により、国際的視野に立って社会をリードする人材を
育成します。

② 地球市民意識の Ì 県内に在住する外国人や留学生と県民の交流広場を設
醸成 けるなど、参加型地球市民教育の充実について検討を進

めます。

③ 国際交流の推進 Ì 公民館等における国際交流学習の推進、ユネスコ活動の
推進
公民館等における各種学級・講座の活用により、国際

理解に関する学習や交流を推進するとともに、県民や青
少年のユネスコ活動への参加促進を図り、国際協力・貢
献活動の普及に努めます。
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Ì スポーツ交流の推進
指導者や競技者の海外派遣や招致により、指導法の研

修や親善試合等のスポーツ交流を推進するなど、スポー
ツ振興の観点からの国際交流に努めます。

Ì 文化交流の活発化
国際文化交流の推進のため、海外における発表会に参

加する団体・個人に対する助成事業の充実に努めます。
また、県芸術祭などの文化イベント等を通して県内に

在住する外国人との文化交流を促進するとともに、県立
美術館・県立博物館における外国の優れた文化の展示な
どにより、県民が外国の優れた芸術文化に接する機会の
拡充に努めます。

語 注 （第２節 国際社会を主体的に生きる）

ALT 外国語指導助手。日本人外国語教員と協力して行う協同授業(ティーム・

(Assistant Language ティーチング)で活躍している。

Teacher)

◆語学指導等を行う外国青年招致事業による年度別英語指導助手配置状況
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